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はしがき

　本書は、『現代教育思想としての塩尻公明 ─ 人格主義の教育論 ─ 』（大学教育出版、

1999 年）、『塩尻公明 ─ 求道者・学者の生涯と思想 ─ 』（大学教育出版、2012 年）に続く、
私の 3 冊目の塩尻公明研究である。
　本書では、『塩尻公明』の評伝部分のエッセンスを継承しながら、その後収集
した新しい資料を基に補訂を加えた。この作業で、これまで未知であった箇所や
空欄をかなり埋めるとともに、「塩尻公明著作一覧」についても、ほぼ完璧を期
すことができたと思う。
　私が塩尻公明に執着するのは、少しでも多くの人々に、塩尻公明の真

しん

摯
し

な生き
方とそのリベラルでデモクラティックな思想とを知って欲しい、学んで欲しいと
考えるからである。
　塩尻公明は人間の業

ごう

に真正面から向き合い、取っ組み合い、遂には手応えある
生甲斐を獲得するとともに、類い稀な人間的成長をし、多面的で深奥な学問的偉
業を成し遂げた人物である。彼の求道者・学究的教育者としての誠実な生き方
は、読者をして感動せしめるに違いない。まして混迷する現代であるからこそ、
彼の生き方と人格主義思想は、なお一層読者の魂を魅了し、人間が真剣に生きる
ということとはどういうことであるかについて賢明な示唆を与えてくれると考え
る。
　“受取るの一手”についていえば、塩尻公明は、“ただ一つだけ、誰にでもでき
ることがある、それは自分に与えられた一切のものをよく受け取ること、私を去
ることである”と言い、それゆえに、“私たちは今直ちに、よく受取る人間、私
を去る人間とならなければならない”と言っている。私自身、この言葉の深い意
味を理解して、少しでも実践できればと考えている。
　塩尻公明の生涯については、なお未知の点が多々ある。しかし、それらについ
ては今後の研究で究明していきたい。彼の思想体系については、拙著『現代教育
思想としての塩尻公明』を読んでいただければ幸甚である。
　本書の執筆に際して、塩尻公明先生のご遺族の方々、旧制高知高等学校の卒業
生有志、塩尻公明研究会の会員の方々から、厚意あふれる恩恵と情報とを受ける
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ことができた。また高知大学・塩尻公明文庫から、貴重な資料を収集することが
できた。附録の塩尻著作文献の追加については「塩尻公明研究会」の関みさよ事
務局長に、ルビ打ちについては大阪府立高津高等学校の我那覇繁子教諭に、随分
お世話になった。ここに感謝の意を表させていただきたい。
　終りに、出版事情の難しい時節にもかかわらず、本書の公刊を承諾くださった
大学教育出版と佐藤守社長、編集でお世話になった安田愛様に、心からお礼を申
し上げたい。
　最後に、ささやかな本書であるが、前二著と同じく、全国の過去と現在と未来
の“塩尻アン”に捧げたい。

　2012 年 10 月 29 日
中谷　彪

（追記）
・研究書の体裁をとる本書では、原則として、人物の敬称を省略した。
・引用文中に、今日では一部配慮すべき用語が散見されるが、表記のままとした。



受取るの一手 
── 塩尻公明評伝 ──
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